






































































































































































































ヒュ－マン・リソ－ス会計（ Human Resourse Accounting ：ＨＲＡ）は、一方で人的資源
に対する支出の費用化と資産化を中心に、会計的に処理する理論と技術を開発する課題を含むもの
である。しかしながら他方で、人的資源の価値を測定し、多くの利害関係者に対して人的資源情報
を開示するための会計システムを構築することが求められる。ヒュ－マン・リソ－ス会計の導入に
よって、企業の従業員にはやる気と生きがいをもたせ、経営者には組織におけるヒトの重要性を一
層自覚させることができる。また、外部の株主や債権者などには、人的資源とそれによって統御さ
れた物的・財務的資源に関する真実な内容を明らかにし、彼らの判断と意思決定を合理的なものと
することができる。若杉明先生の唱える人的資源会計も、筆者の求めるヒュ－マン・リソ－ス会計
も、その真の狙いはむしろ後者の方にあるのであって、このことをもって会計学が「人間尊重の会
計学」としての学問的発展と期待することができるものと確信している。
筆者は、かつては黒板に向かって黙々とペンを走らせていた学生の立場から、いまは逆に黒板を
背に切々と会計理論を説く教師の立場に変わった。会計学を学ぶ喜びも、また教える誇りも同時に
感ずることができた。会計学を教える立場としては、長年にわたり理論と実践の相互作用的関係に
より積み重ねられた会計の技術と理論を、間違いなく学生諸君に伝える責務と誇りを自覚せざるを
得ない。同時に、会計学のフロンティア（研究の最前線）を明示することによって、会計学のもつ
学問的魅力と発展の可能性を学生諸君に感得させ、もって会計学を学ぶ意欲ひいては学問研究する
喜びを体得させることに大いなる喜びと誇りを感じている。
経営学部に入学した学生諸君が、わが経営学部での学修生活を通じて、早い段階に会計学と出会
い、時おかずして会計学に魅了されることを、さらには国際社会における指導的市民に相応しい知
的成果を達成されることを願っている。
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